
むつ類伊豆諸島周辺海域 

評価対象種：ムツ類（伊豆諸島海域） 

令和 6 年 4 月 

  
資源の水準と動向「低位・横ばい」 

 

 

 

生態学的特性 

〇分布・回遊：ムツは、北海道以南から台湾までと広く分布するのに対して、クロムツは北海道以南か

ら伊豆諸島海域にかけての太平洋に分布する 1）。 

〇年齢・成長：最大標準体長はムツで 88.0 cm、クロムツで 51.4 cm と推定される 2）。 

〇成熟・産卵：クロムツは伊豆諸島海域にて産卵するのに対し、ムツは東シナ海大陸棚縁辺部で産卵す

るとされる 1）。 

〇被捕食関係：ムツについて、稚魚は動物プランクトン、成魚は深海性魚類を捕食するとされる 3）。 

 

 東京都におけるムツ漁 

〇漁業：主に伊豆諸島海域で周年漁獲される。 

〇漁法：底魚一本釣りにより漁獲される。 

〇管理：新島および神津島では、底魚一本釣り漁業で漁獲される本資源について東京都資源管理方針に

基づく資源管理協定を策定し、自主的資源管理（休漁日の設定）に取り組んでいる。 

 

 
東京都 

図 2 底魚一本釣り CPUE の年変動率 
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図 1 水揚量と CPUE の推移 
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年変動率：－2.36% 

2000 年以降の伊豆諸島海域におけるムツ類（ム

ツ・クロムツ）の水揚量は、2005 年に最大値の 82

トンとなり、その後は 22～78 トンで推移していた

が、2020 年以降は 25 トン以下となった。CPUE

（底魚一本釣り漁業 1 日 1 隻あたりの水揚量）は

2005 年に最大値の 30.0 kg/日・隻となって以降減

少し、直近 5 年間は 8.9～17.0 kg/日・隻で推移し

た（図 1）。 

本資源評価票での資源量指標値は CPUE とした。

2023 年における資源の水準は、CPUE が最大値であ

った 2005 年の 30.0 kg/日・隻の 1/3 未満である 

8.9 kg/日・隻のため「低位」とした（図 1）。 

資源の動向は、直近 5 年間の CPUE から算出した

年変動率が－2.36％となり、年間±5%以上の増減で

ないため「横ばい」とした（図 2）。 
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